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浜名湖東岸完新続の層序・層相とその年代

池谷仙之＊・大浦　毅＊＊・阿久津　浩＊・和田秀樹＊

AReportonStratigraphy，

Lithofacies andGeologlCalAgeofthe

HoloceneSedimentsalongtheEastCoast

of Hamana－ko

NoriyukiIKEYA＊，TsuyoshiOHURA＊＊，

HiroshiAKUTSU＊and HidekiWADA＊

Inordertoelucidatethedepositionalprocess ofthe Holocene sedimentsdistributedin

andaroundHamana－ko，Wehavestartedamultidisciplinaryresearchproject．Asapartof

thisproject，WerepOrtinthispapertheresultsofboringsurveyat1510Calitiesinasmall

ValleyplaneontheeastcoastofHamana－ko，Withregardtothestratigraphy，1ithofacies，

andgeologicalage．

Thelongestcore（18．15m）wasobtainedatthecenterofthevalleyplaneandtheshortest

（5m）at the mouth and theinnermost part．Wecandistinguishthreelayerswithinthese

COreS．Thelowerlayerofthesecoresiscomposedofpoorlysortedsandwithgravelfrom

theinnermosttothecentralpartsofthevalleyplaneandofwellsortedsandaroundthe

mouthofthevalley．Themiddlelayeriscomposedofmassivesiltintercalatedwiththin

Sandlayerscontainingshellfragments．The upperlayerconsistsofpeatwhichis2to3

metersin thickness．

Akahoya Ash（ca．6，300y．B．P．）was foundin the silt of the middlelayer from the

COlumnarsamplescollected at H7，H9，HlO，H15．

Kawagodairapumice（ca．3，000y．B．P．）andOsawascoria（ca．2，800y．B．P．）Werefound

inthepeatoftheupperlayeratsevenlocalities（H7，H9，HlO，Hll，H13，H14andH

15）．

Thebottomofthepeatlayerwasestimatedtobeabout5，000yearsB．P．byradiocarbon

dating．

1．は　じ　め　に

浜名湖は現在太平洋側第一の汽水湖（面積68・8

km2）であるが，その起源は第四紀の最大海面低下時に

形成された溺れ谷に海水が侵入した頃に求められる．

その後，一つの堆積盆として堆積物に埋積され現在

にいたっているが，その変遷史については，まだ不

明な部分が多い．即ち，過去何度かの海面変動，地

殻変動，砂噂の発達，地震津波などによって，その

湖口部が開口したり，閉鎖されたりして，ある時は

海湾として海水の流入が頻繁に行なわれ，またある

時は湖として海から切り離され，浜名湖の環境は幾

度の変遷を繰り返してきたと推定される．

浜名湖周辺地域，特に浜名湖南部の海岸平野には，

いわゆる沖積層が広く分布している．これらの地域

は日本の臨海沖積平野に発達する沖積層の典型の一
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Fig・1・Topographic map aroundthe Hamana・ko bore holes・1‥Mountainsandhilly

regions，2：Terrace，3：Sanddune，4：Naturallevee，5‥Lowland，6‥Landreclamation，

7：Water area．

つと考えられる．沖積層は一般に後氷期の海面上昇

によって，それまでの低地部を各種の堆積物が埋積

した結果形成されたと考えられ，従来の多くの研究

は主として海水準変動に焦点を定め，これを解明し

ようとする見地から行なわれてきた．しかし，沖積

層の層序，層相には海水準変動の変化の記録の他に，

後背地の地学的環境や沿岸地域の種々の要因による

堆積作用への影響が強く反映している．沖積層中に

記録されている事象から，相対的海面変動による記

録と地域的な特性とを区別して沖積層を解読しなけ

ればならない．

筆者らは現在この様な観点から浜名湖および浜名

湖周辺地域の完新統の形成過程と，その変遷を明ら

かにするために各分野からの総合的な研究を行なっ

ている．浜名湖周辺地域の完新統は，房総半島・三

浦半島等にみられる隆起の著しい地域の様な露頭か

らの観察はきわめて難しい．そのため多くの情報を

ボーリング資料にたよることになる．既存のボーリ

ング資料を検討したが，ボーリングされている地域

が限定され，また試料の入手が困難あるいは不可能

であることが多かった．そこでいわゆる沖積層を簡便

にボーリングし，自ら試料の採取が行えるサンプラー

を開発し，成果を得ている．ボーリングに用いたサ

ンプラーの開発意図ならびに構造，試料採取方法等

については別稿（大浦ほか，1985）で報告することに

し，本報告では，先に述べた研究の一貫として，筆

者らが一つのモデルフィールドとして選んだ浜名湖

東岸地域（浜名郡雄踏町，浜松市村櫛町）のいわゆる

沖積層のボーリングテストの結果を報告する．この

地域におけるボーリングはほぼ完了し，試料は各研

究分野ごとに目下分析中である．本報告では，分析

の結果を総合的に解析していく上での，基礎となる
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試料の層序，層相ならびに年代測定の結果を総合的

な研究に先立つ予報として報告する．

2．地形および地質の概略

調査地点を含む浜名湖及びその周辺地域の地形・

地質の概略を以下の4地域に区分して述べる．

（1）浜名湖北部地域：壮～老年期の侵食地形を示

す低い山地（標高300～400m）からなる．この山地は

NE－SW方向の走向をもって配列された主として

中古生代の堆積岩・変成岩によって構成された地質

及びその構造に強く規制されている．すなわち，山

腹は地層の走向方向に配列し，山頂は侵食からまぬ

がれた硬質岩からなり，河川は軟質堆積岩地域を侵

食している．これら河川沿いには2段の段丘が発達
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する．また湖の北岸には珪質岩が直接露出し，岩礁

を形成している．

（2）浜名湖東部地域：浜名湖と天竜川とに挟まれ

た地域には“古天竜川”によってもたらされた河川

成の粗粒堆積物からなるいわゆる洪積台地（三方原

台地）の広い平坦面がよく発達する．また，この平坦

面よりも一段高い東鴨江面や，また一段低い西気賀

面もみられる．これらの台地と段丘下は更新統浜松

累層（汽水成または淡水成の鴨江相と海成または汽

水成の佐浜相）によって構成されている．

（3）浜名湖西部地域：渥美湾と浜名湖の間に位置

するこの地域は西浜名丘陵（天白原台地）と呼ばれ，

更新統の主として海成シルト及び砂層からなる渥美

累層より成る．また，この丘陵の東部にはこれより

新しい新所原面が発達する．

Fig・2・The samplinglocalities・Solidcircles：Sampleswerecollected

by uslng”the Bloom sampler＝・Circles‥Sampleswerecollected by

ttthe Shizudai－type COrer’’．
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（4）浜名湖南部地域：遠州灘に沿ったこの地域は

海岸平野からなり標高約3m程度の浜堤列が数列

海岸線にほぼ平行に発達する．浜堤列の間は湿地帯

となっている．

3．調査地点と調査の方法

今回集中的にボーリングがなされた地域は浜名湖

東岸部，浜名郡雄踏町宇布兄の北方1kmの小さな谷

底平地（いわゆる沖積低地）である．この谷底平地は

三方原台地がNE－SW方向に開析された二又の谷

地形を呈し，その奥行きは4kmと2km，幅500mの

小さな埋没谷である．これらの谷底平地に沿って2

測線，15本のボーリングサンプリングを行った

（Fig．2）．これらのボーリング地点は三方原台地

南域に多数見うけられる同様な埋没谷において，

幾つかの試掘の結果，良好な地域として選ばれ

たものである．すなわち，ボーリングサンプラーの

能力（10数mのコアー採取）が充分発揮でき，適当

な間隔で試掘が可能であり，なおかつ完新統の発達

が予想される場所である．

使用したボーリングサンプラーは通称ブルームサ

ンプラーと静大式コアラーの2種類を併用した．ブ

ルームサンプラーは泥炭試料採取用として考察・使

用されているものであり，末固結の軟質な地層の際

は試料の採取能率が高い．また，静大式コアラーは

ブルームサンプラーでは掘削困難な砂層・礫まじり

の地層に出会った際に使用され，掘削能力ならびに

試料回収能力を高めるために自ら開発・制作したも

のである．両サンプラーとも25cmづつ掘削を進め，

その都度試料を回収して連続の柱状コアー試料を得

る．この方法によって最長約18mの柱状コアーが

得られた．

4．層相および層序

記載の方法：使用したサンプラーによって得られ

る試料は直径2．3cmの円柱状である．この試料を縦

方向に2分しその断面を肉眼で観察して粒径・色・

行なった．

層相・および層序：AA′，BB′測繰上15ヶ所のボー

リングによって得られた層相，層序を以下に述べる

（Fig．2，3a，3b）．

得られたボーリングコアはAA’，BB′測線の両谷

とも谷中央部で最も長く（最大長18．15m），谷口部

および谷奥部に向かってそれぞれ短くなる＊．いずれ

のボーリングコアも最下部は砂層からなり，使用し

たボーリングサンプラーではそれ以上の砂層の掘

削・試料採取は不可能であった．最下部の砂層は谷

口部（H18，H17，H16；H12）では細粒の淘汰の良い

砂で雲母片を多く含み海成砂であると考えられ，一

方谷中央部～谷奥部（H9，H13，Hll，H8，H3；HlO，

H15，H20，H14）にかけての最下部の砂層は1～2

cmの亜角礫を含む中粒から粗粒の淘汰の悪い砂が主

体をなし河帖成砂と考えられる．

これらの砂層の上位には一般に暗灰色で均質・無

層理のシルトが堆積し，最も厚い所ではAA′測線で

約18m，BB′測線で約7m程度あり，谷口部，谷奥

部へ向かうにつれ薄くなる傾向がある．谷口部

（H12，H9）のシJL／ト中にはしばしば厚さ数mm～数cm

の細粒砂を挟在するが，谷中央部～奥部ではそのよ

うな堆積構造は観察されない．また，H9－6．5m，－

10m，－13．5m，H10－6m付近では数mmのラミナが

みられた．貝殻片は谷中央部～谷口部のシルト層中

の上部と下部に多く含まれる．シルト層中部の貝殻

片の多くは潜解しており保存状態は良くない．貝の

種類としてはムシロガイ，ウミニナなどが見うけら

れる．植物質はシルト層上部に多く，炭化は進んで

おらず未分解の状態を示している．

シルト層の上位には厚さ約2～3mの黒褐色の

未分解のおそらくヨシ・アシ等よりなるピート層が

堆積している．ピート層はほぼ谷全域に分布し，あ

る時期に湿地の状態が卓越していたと考えられる．

ピート層は一部人為的に客土等が行なわれたと考え

られる表土に覆われている．

5．14C法・テフラによる年代決定

堆積構造・含有物（貝殻片・植物片）について記載を　　　得られたコアの年代を決定しておくことは，後の

＊　使用したブルームサンプラーの能力では厚い砂層および礫層に当たると地中への押しこみができない．H16，H17，H18，
H20は押し込みが不可能になった深度を砂層上面の深度と推定し試料の採取は行なわなかった．
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Fig・3a・Stratigraphy of the bore holes along the section AA，in Fig．2．

0　　　　　　　　　　　　　　400m
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Fig・3b・Stratlgraphyoftheboreholesalongthesection BB，inFig．2．

Thelegends used are same asin Fig．3a．
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各種分析に基づいて堆積環境の時代的変遷を考察す

るために必要不可欠なことである．そこで，コアの

上部で発見されたピート層に対しては14C法，更に

既存のテフラを同定することにより年代を決定した．

（1）14C年代測定法

14C年代測定用の試料は，H7，H9，HlOのピート層

下限の層準のピートである．測定は京都産業大学の

山田研究室に依頼した．山田研究室では炭素をメタ

ノールに合成し液体シンチレーション法で14Cの崩

壊によるβ線を測定する．この方法では試料炭素は

数グラムあることが望ましいが1グラム以下でも十

分測定ができる．試料は，量を充分確保するために

次のように用意した．ピート層最下部から5cmの厚

さのコアを測定用試料とし，更にその直上の厚さ

5cmのコアも同時に用意し，もし，ピート中の炭素

量が少なかった時は，両者を合わせてピート層最下

部厚さ10cm分のコアを測定用試料とすることにした．

結果は，厚さ5cmのコアでピート中の炭素量が測

定に十分であったので前述の2試料は別々に測定が

行なわれた．そのため，前述の3つのボーリング地

点において，ほとんど同一層準において2つの測定

値が得られた．

測定結果を，Tablelに示す．・これをみると，試

料はほとんど同一層準と考えられるが，得られた年

代値が一致していない．1本のコアで見るかぎり，

層序的な位置関係と年代測定結果は矛盾しないが，

近接した2つの測定値にしてはあまりにも大きな年

代のずれが生じていると考えられる．後述する様に

Tablelで8000年以上を示す値は，テフラの解析か

ら推定される年代と著しく矛盾して古い年代である．

そこで年代が古く測定されたH10－1．55mの試料

についてピートの中から繊維質の部分のみを洗いだ

し，名古屋大学中井教授による加速器を使った14C

年代測定を求めた．この方法は最近開発された加速

器を使った高感度質量分析計により14Cの濃度を直

接求めるもので，試料炭素数mgで測定できるもので

ある（中井・中村，1983）．その結果，ピート中の繊

維質のみの炭素による年代測定値は4840±170y．B．P．

となり，層位的に上位のH10－1．50mのピート

全体から求められた若い年代4870霊≡3y．B．P．と

完全に一致する．このようにみかけ上古い年代を与

える誤差の原因として試料中のdead carbonの影

響が考えられる．即ち，細粒部分に含まれることの

多いdeadcarbonのため，ピートをバルクで使用し

た測定は，みかけ上古い年代を示し，ばらつきが大

きくなったと思われ，ピートの繊維質のみを使用し

た測定のほうが，ピート層の年代としてはより信頼

できる値に近いと思われる．

したがって，H10－1．55mの2つの測定値につい

てみると，4，840±170y．B．P．の値が，8，570斗認S

y．B．P．の値よりピート層形成の年代値に近いと思

われる．

H7，H9については，ピートの繊維質のみを使用

した測定が行なわれていないが，それぞれ，ほとん

ど同一層準の値について5，960±430y．B．P．，5，330

±390y．B．P．の値のほうが同様にしてピート層

形成年代値により近いと思われる．しかし，これら

の値もdead carbonをまったく含まないという保

証はなく求められた年代値は下限を表わすと考えた

ほうが妥当であろう．

以上のようにピートを試料とする場合は，繊維質

のみを使用して測定する必要があると思われ，以上

の結果からピート下限の年代は約5，000年前と考え

られる．この値は後に述べるテフロクロノロジーに

よる値と矛盾しない．

（2）アカホヤ火山灰

本地域のコアにおいては，コアの記載中に火山ガ

ラスが含まれているのでないかと思われる層準が幾

つか見つかった．そこでそれらの層準を中心に10cm

～20cm間隔に250meshで試料を水洗し検鏡した．

その結果H7－6．5m，一一6．7m，H9－9．9m，Hl0－

8．2m，H14－0．4m，H15　－3．8mの層準で火山ガ

ラスが見つかった．これらの火山ガラスはバブル

ウォール型でうすい褐色をしたものもあり，従来知

られているアカホヤ火山灰（町田・新井，1978）であ

る可能性か高いと判断した．そこで東京都立大学町

田　洋氏，奈良教育大学西田史朗氏に分析鑑定を依

頼した．鑑定方法はそれぞれ火山ガラスの屈折率測

定，EDX（EnergyDispersiveX－raymicroanalyzer）

による火山ガラスの主要元素分析が行なわれた．

その結果，H7－6．7m，Hl0－8．2mの火山ガラ

スの屈折率は，それぞれ1．495，1．510－1．513であっ
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400m

B′

Fig・4・Geologicalsection alongAA，and BB，．

た．これらとEDX分析結果よりH7－6．5m，H

9－9・9m，Hl0－8．2m，H15－3．8mの層準の火山

ガラスはアカホヤ火山灰である可能性が最も強いこ

とが分かった．それに基づくとFig．4のように対比

される．一方，H7－6．7m，H14－0．4mの層準の

火山ガラスはむしろアイラ丹沢火山灰に似ている可

能性があるという評価を得た．しかし，アイラ丹沢

火山灰とするこれらの層準は22，000～21，000y．B．P．

となり層位的に考えにくい．これらは再堆積あるい

は全く別のテフラであると考えている．
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（3）カワゴ平パミス・大沢スコリア

カワゴ平パミスは約3，000年前に伊豆天城山の北

麓より噴出した石英安山岩質のパミスで一般的なテ

フラと異なり西方に分布の中心を持っている（鮫島，

1967）．大沢スコリアは約2，800年前に富士山より噴

出し，南西方向に分布の中心を持つ玄武岩質スコリ

アである（加藤，1979）．両者は，登呂遺跡など静岡

県内の沿岸低地の遺跡において見つかっており，最

も遠方の分布地として本調査地域の約8km東に位置

する浜松市の伊場遺跡がしられていた（加藤ほか．

1982；加藤，1979；増鳥，1979）．

加藤（1979），増島（1979）によると伊場遺跡での両
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Tablel．Radio carbon dating for the peat samples collected from the valley

plane around the Hamana－ko．

Boring Subsurface 14C age （y．B．P．） Sam ple C arbonaceous M ethod
site depth （m ） num ber m atter （g）

H 7 －0．40～－0．45 5兆0±　430 K S U －845 0．532 1）

〝－0．45～－0．50
糾00 十1（伽　‾ 淡X）

K S U －846 0．429

H 9 －1．30 ～－0．135

－1．35～－1．40

5330± 3餅）

00 恥 慧

K S U －847

K SU 一朗8

0．590

0．398

／／

／／

H lO －1．50～－1．55

－1．55～≠1．60

椚 ± 芸

17（X）
8570±1400

K SU －849

K SU －850

0．698

0．188

／／

／／

▼1．55 ～－1．60 4840± 170 ＊ 2）

1）Methanolliquid scintillation method at KyotoIndustrial University．

2）Accelerating mass－SpeCtrOmetry at Nagoya University．蠣Dating was done for carbon

COllected from fibrous materialin peat．

者の特徴は次のようになる．カワゴ平パミスは白色

絹糸状光沢のある繊維状によく発泡したパミスで，

重鉱物としてシソ輝石・角閃石・磁鉄鉱を含む．産

状は肉眼ではわからないぐらいに希釈されている．

大沢スコリアは灰褐色の亜角礫状の発泡の悪いスコ

リアで，重鉱物としてシソ輝石・フツウ輝石を含む．

また厚さ約1cmのパッチ状の産状を示した．両者の

伊場遺跡での層位関係は，ほぼ同一層準だがカワゴ

平パミスが大沢スコリアのやや上位に分布の中心が

ある．

以上のような特徴を持ったテフラは，肉眼では見

つからなかったが充分発見される可能性が高いので

コア上部のピート層を10cm～20cm間隔に250

meshで水洗し検鏡した．その結果，Fig．3の層準

においてパミスとスコリアがそれぞれ対になって

見つかった．これらの火山性噴出物は，先に述べ

た特徴を示すこと，2種のテフラが対をつくってい

て層位的にパミスが下位に来ること，前項で述べた

ピート下限の14C年代と矛盾しないことから両者は

カワゴ平パミスおよび大沢スコリアであると考えら

れる．これらの事実からFig．4のように対比が推定

される・今後さ～に屈折率測定等を行ない，いっそ

う確実にする必要がある．

6．ま　と　め

ボーリングで得られた堆積物の堆積環境・年代を

上記の層相，層序および年代測定をもとに考察する

（Fig．4）．

AA′，BB′測線の最下部の砂層はその堆積物の特

徴より谷口部は海成砂，谷中央部～奥部は河川成砂

であると考えられ，潮流あるいは沿岸流による海成

砂の埋立てによって谷口部にbarrierが形成された

ことにより，谷中央部～谷奥部の砂層に不整合にシ

ルトが堆積したと考えられる．シルト層は層相変化

にとぽしく堆積環境は極めて安定であったと考えら

れ，シルト中にアカホヤ火山灰が存在することから，

このシルト層はいわゆる縄文海進期の海成堆積物で

あると考えられる．

14C年代より5，000年前頃にシルト層の堆積は終
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り，谷全域は湿地帯となりピートの形成が始まり，

約3，000年前・約2，800年前のそれぞれカワゴ平パ

ミス，大沢スコリア降灰時にピートの形成は続いて

いたと考えられる．

以上の考察をより具体的・総合的に行なうために，

採取された試料を介形虫，有孔虫，珪藻，花粉，粒

度組成の各分野で現在分析中である．その分析結果

により浜名湖および浜名湖周辺の完新統の形成過程

とその変遷が詳細に明らかになるであろう．
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